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子ども会未来夢
高崎市子ども会育成団体連絡協議会� （こどもかいみらいむ）

高崎市高松町３５番地（郵便番号：370－8501）
高崎市市民部防犯・青少年課内
電話：027－321－1297　ＦＡＸ：027－322－2559（８：30～17：30以外）

４月３日 定期総会 市民活動センター ８月22日・23日 スポーツ大会 和田橋運動場広場

４月～５月 写生大会 各校区等で個別開催 ９月13日 かるた審判講習会 青年センター

５月10日 スポーツ大会審判講習会 青年センター 10月17日
～19日 関東甲信越静ブロック研修 伊香保町　ほか

５月31日
６月14日 校区育成指導者研修会 青年センターほか １月上旬 市かるた審判・監督会議 高崎市役所会議室

５月31日 インリーダー養成講習会 青年センターほか １月17日 市上毛かるた大会 浜川体育館

７月３日
～５日 写生大会展示会 市民活動センター １月下旬 かるた市選手合同練習会 市民活動センター

７月４日 写生大会表彰式 市民活動センター ２月７日 上毛かるた競技県大会 ぐんま武道館

７月24日・27日 スポーツ大会審判監督会議 高崎市役所会議室 ３月上旬 安全共済会説明会 高崎市役所会議室

※この予定は、変更になる場合があります。※

平成27年度　行事予定（案）
⬆　第 56 回高崎市子ども会「上毛かるた大会」で優勝・準優勝された皆さん
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平
成
二
七
年
一
月
一
八
日
（
日
）
に

第
五
六
回
高
崎
市
子
ど
も
会
か
る
た
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
・
二
年
、

三
・
四
年
、
五
・
六
年
生
の
校
区
代
表

者
ら
が
団
体
戦
、
個
人
戦
に
て
高
崎
市

の
代
表
を
目
指
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。一
次
リ
ー
グ
は
、一
四
四
コ
ー

ト
を
使
用
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
一
位
通
過

を
目
標
に
五
回
戦
行
わ
れ
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
、
一
次
リ
ー
グ
で
各
ブ
ロ
ッ

ク
一
位
で
勝
ち
上
が
っ
た
選
手
達
が
二

次
リ
ー
グ
五
回
戦
、
決
勝
戦
三
位
決
定

戦
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、午
後
に
は
、

中
学
生
の
部
も
行
わ
れ
小
学
生
と
は
違

う
迫
力
あ
る
試
合
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
子
供
達
の
元
気
な
声

が
響
き
、
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で

い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
前
日
か
ら
会
場
準
備
に
協
力

い
た
だ
い
た
校
区
会
長
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
当
日
競
技
審
判
に
当
た
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
校
区
審
判
員
・
高
崎
市
か

る
た
審
判
員
の
皆
さ
ん
に
は
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
各
小
学
校
の

校
長
先
生
に
は
選
手
た
ち
の
激
励
に
駆

け
つ
け
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

団
体
の
名
前
掲
載
順
は
校
区
か
ら
の
報

告
の
順
で
す
。

▽
団
体
戦
一
・
二
年
の
部

優　

勝　
下
中
居
・
中
居
四
丁
目
子
ど
も
会
（
中
居
）

島
田
も
も
子　
　

片
岡　
　

陽　

金
井　

優
麿　
　

清
水
日
南
子

準
優
勝　

筑
縄
子
ど
も
会
（
六
郷
）

岡
庭　
　

楓　
　

大
村　

尚
文

岡
庭　
　

柊　
　

根
岸　

そ
よ

第
三
位　

菅
谷
子
ど
も
会
（
桜
山
）

淡
島　
　

要　
　

新
井
田
佳
吾

長
谷
川
結
菜　
　

境
原　
　

快　

第
四
位　

上
二
子
ど
も
会
（
倉
賀
野
）

内
山　

遥
人　
　

金
嶋　

春
樹　
　

生
方
健
太
郎

▽
団
体
戦
三
・
四
年
の
部

優　

勝　

宮
沢
子
ど
も
会　

（
宮
沢
）

後
閑　

美
侑　
　

鈴
木　

風

濱
名　

麗
愛

準
優
勝　

一
〇
区
子
ど
も
会
（
新
町
第
二
）

日
向　

暖
佳　
　

本
多　

麻
誉

黒
澤　

楓
花　
　

宮
島
奈
那
江

第
三
位　

新
保
子
ど
も
会
（
東
部
）

長
谷
川
瑞
妃　
　

宮
野　

真
佳

星
野
明
日
香　
　

井
草　

瑠
亜

第
四
位　

菅
谷
子
ど
も
会
（
桜
山
）

齊
藤　
　

一　
　

高
橋　

琉
生

長
谷
川
亮
太　
　

宮
下　

采
音

▽
団
体
戦
五
・
六
年
の
部

優　

勝　

中
泉
子
ど
も
会
（
桜
山
）

岡
田　

晃
政　
　

星
野　

孝
仁

塩
野　

遥
加　
　

茂
木
万
莉
杏

準
優
勝　

宮
沢
子
ど
も
会
（
宮
沢
）

清
水　

聖
渚　
　

鈴
木　
　

音

後
閑
愛
央
花　

第
三
位　

井
出
子
ど
も
会
（
上
郊
）

天
田　

菜
月　
　

桜
澤　

日
向　

斉
藤　

琴
映　
　

斉
藤　

未
結

第
四
位　

中
石
原
子
ど
も
会
（
片
岡
）

有
馬　

夏
海　
　

植
杉
日
向
子

黒
谷　

慈
深　
　

森
下　

真
帆

▽
団
体
戦
中
学
生
の
部

優　

勝　

中
泉
子
ど
も
会
（
桜
山
）

住
谷　

真
悠　
　

西
田　

梨
瑚

白
須
な
な
み　
　

市
川
さ
く
ら

準
優
勝　

井
出
子
ど
も
会
（
上
郊
）

河
田　

杏
菜　
　

友
松　

佑
輔

島
田　

将
仁　
　

宮
沢　

康
太

第
三
位　

舘
双
葉
子
ど
も
会
（
寺
尾
）

永
井　

咲　
　
　

阿
久
澤
明
李

大
平　

都
和　
　

江
原　

瑞
生

▽
個
人
戦
一
・
二
年
の
部

優　

勝　

杉
原　

健
心

�

小
八
木
二
子
ど
も
会
（
中
川
）

準
優
勝　

青
木　

夢
成

�

塚
田
子
ど
も
会
（
国
府
）

第
三
位　

稲
葉　
　

葵

�

七
の
一
区
子
ど
も
会
（
下
室
田
）

第
四
位　

高
橋　

碧
生

�

菅
谷
子
ど
も
会
（
桜
山
）

▽
個
人
戦
三
・
四
年
の
部

優　

勝　

吉
田　

真
優

二
次
リ
ー
グ
進
出
め
ざ
し
一
次
リ
ー
グ
で
熱
戦
展
開

県
大
会
出
場
を
か
け
て
二
次
リ
ー
グ
は
さ
ら
に
激
戦
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上
小
鳥
第
二
子
ど
も
会
（
六
郷
）

準
優
勝　

阿
久
沢　

果
歩

�
上
新
保
子
ど
も
会
（
新
高
尾
）

第
三
位　

白
石　

真
菜

�

下
三
子
ど
も
会
（
寺
尾
）

第
四
位　

木
暮　

真
理

�

中
島
子
ど
も
会
（
滝
川
）

▽
個
人
戦
五
・
六
年
の
部

優　

勝　

福
田　

陸
人

�

菅
谷
子
ど
も
会
（
桜
山
）

準
優
勝　

石
塚　

知
希

�

下
大
島
子
ど
も
会
（
西
部
）

第
三
位　

神
山　

瑞
妃

�

下
台
子
ど
も
会
（
豊
岡
）

第
四
位　

岩
本　

奎
昇

�

真
町
子
ど
も
会
（
東
）

▽
個
人
戦
中
学
生
の
部

優　

勝　

島
田　

百
楓

�

井
出
子
ど
も
会
（
上
郊
）

準
優
勝　

福
田　

伊
吹

�

菅
谷
子
ど
も
会
（
桜
山
）

第
三
位　

近
藤　

綾
菜

�
砂
原
区
子
ど
も
会
（
新
町
第
一
）

　

　

平
成
二
六
年
八
月
二
三
日
（
土
）、

二
四
日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

和
田
橋
運
動
広
場
に
お
い
て
、
第
四
七

回
高
崎
市
子
ど
も
会
ス
ポ
ー
ツ
（
球

技
）
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

前
日
の
雨
の
影
響
で
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
が
万
全
で
な
い
中
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、ポ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
三

競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

連
日
、
猛
暑
の
中
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
勝
利
に
向
け
て
一
致

団
結
し
て
戦
う
姿
は
、
見
る
者
に
感
動

を
与
え
た
く
さ
ん
の
声
援
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

大
会
開
催
に
あ
た
り
、
準
備
や
審
判

な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
校
区
協
力

者
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
会
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。　

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

優　

勝　

南
小
校
区

準
優
勝　

倉
賀
野
小
校
区

第
三
位　

新
高
尾
小
校
区

敢
闘
賞　

佐
野
小
校
区

▽
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

優　

勝　

佐
野
小
校
区

準
優
勝　

中
居
小
校
区

第
三
位　

東
部
小
校
区

敢
闘
賞　

京
ケ
島
小
校
区

▽
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
部
（
低
学
年
）

優　

勝　

寺
尾
小
校
区

準
優
勝　

長
野
小
校
区

第
三
位　

京
ケ
島
小
校
区

敢
闘
賞　

北
小
校
区

▽
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
部
（
高
学
年
）

優　

勝　

京
ケ
島
小
校
区

準
優
勝　

吉
井
小
校
区

第
三
位　

寺
尾
小
校
区

敢
闘
賞　

箕
輪
小
校
区

　

上
位
入
賞
さ
れ
た
校
区
の
皆
さ
ん
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
各
種
目
の
優

勝
チ
ー
ム
の
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。

　

入
賞
で
き
な
か
っ
た
校
区
は
来
年
の

健
闘
を
期
待
し
ま
す
。

各
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
！
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平
成
二
六
年
一
一
月
一
六
日
（
日
）

高
崎
市
観
音
山
キ
ャ
ン
プ
パ
ー
ク
ジ
ョ

イ
ナ
ス
に
お
い
て
、
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

季
節
柄
、
肌
寒
く
感
じ
る
気
候
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
中

で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
子
供
達
の
元
気
な
あ
い

さ
つ
か
ら
始
ま
り
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
後
の
「
子
ど
も
会
の
リ
ー
ダ
ー

に
つ
い
て
」
の
講
話
の
中
で
は
「
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
行
事
に
参
加
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
企
画
、
計
画
す
る
立
場
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
す
る
よ
う
に
」
と
の
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

休
憩
を
と
り
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
へ
移

動
後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
講
師

の
橳
島
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
数
々
の
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
頭

や
体
を
使
い
な
が
ら
約
一
時
間
半
、
子

子
ど
も
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
、
四
、五
年
生
を
対
象
と
し
た
講

習
会
が
、
観
音
山
キ
ャ
ン
プ
パ
ー
ク
ジ
ョ
イ
ナ
ス
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

供
も
大
人
も
楽
し
め
る
講
習
内
容
と
な

り
ま
し
た
。

　

昼
食
は
子
供
達
の
お
楽
し
み
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
で
し
た
。
晴
れ
渡
る
青
空

の
下
で
食
べ
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
格
別

で
、
お
か
わ
り
を
す
る
子
供
が
大
勢
い

ま
し
た
。

　

午
後
に
な
り
、
ま
ず
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険

予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
講
習
を
行
い
ま

し
た
。
班
に
分
か
れ
、
イ
ラ
ス
ト
を
見

て
何
が
危
険
な
の
か
予
知
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
な
が
ら
、
子
供
達
の
真
剣
に

話
し
合
う
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
班
ご

と
に
ま
と
め
た
意
見
も
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
班
別
に
野
外
を
散
策
し

な
が
ら
制
限
時
間
内
に
ポ
イ
ン
ト
数
を

競
い
合
い
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
と
い
う

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。
子
供
達
は
山
道
で
も
全
く
疲
れ
を

感
じ
る
こ
と
な
く
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

　

最
後
に
、
今
日
一
日
の
体
験
を
感
想

文
と
し
て
書
き
、
閉
会
式
で
修
了
証
を

授
与
さ
れ
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

朝
、
講
習
会
が
始
ま
る
前
は
、
子
供

達
ひ
と
り
ひ
と
り
の
表
情
に
緊
張
感
が

見
て
と
れ
ま
し
た
が
、
今
日
一
日
、
行

動
を
共
に
し
て
い
く
う
ち
に
仲
間
た
ち

と
の
友
情
も
生
ま
れ
、
朝
の
緊
張
感
が

嘘
の
よ
う
に
と
け
、
帰
る
頃
に
は
笑
顔

と
自
信
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
貴
重
な
経
験
を
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
数
々
の
場
面
で
活
か
せ
る

よ
う
、
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

⬆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
楽
し
い
! !

⬇
危
険
な
点
を
探
せ
! !

⬇
次
期
の
リ
ー
ダ
ー
誕
生
! !

⬇
果
た
し
て
順
位
は
？

⬇
今
日
は
何
を
学
ん
だ
か
な
ぁ
…

⬆
い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
た
。



高崎市子ども会育成団体連絡協議会広報　　第６号� 平成27年３月９日

5

　

平
成
二
六
年
五
月
二
五
日
と
六
月

一
五
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
高
崎
青

年
セ
ン
タ
ー
に
て
、
育
成
会
役
員
と
し

て
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
を
習
得
し
、

育
成
会
活
動
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た

育
成
指
導
者
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

各
校
区
よ
り
育
成
会
本
部
役
員
が
集

ま
り
、
充
実
し
た
研
修
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

安
全
講
義
・
関
連
映
像
視
聴

　

初
日
は
、
県
子
連
後
藤
守
吉
会
長
に

よ
る
「
子
ど
も
会
」
に
つ
い
て
の
講
演

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
子
ど
も

達
が
、
自
分
で
考
え
動
け
る
よ
う
に
、

大
人
は
口
を
出
さ
な
い
こ
と
」
等
、
長

年
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を
ふ
ま

え
本
来
あ
る
べ
き
「
子
ど
も
会
」
に
つ

い
て
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
Ｋ
Ｙ
Ｔ（
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）」

の
講
義
で
は
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
育

成
会
行
事
を
想
定
し
、
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を
活
用

し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
体
験

　

二
日
目
は
、
県
キ
ャ
ン
プ
協
会
の
小

野
里
理
事
長
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
指
導
で
し
た
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
、
参
加
者
の
間
に
、
あ
っ
と
い

う
間
に
一
体
感
が
生
ま
れ
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、再
び
Ｋ
Ｙ
Ｔ
講
習
を
受
け
、

二
日
間
の
研
修
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
特
に
有
意
義
に
思
っ
た
の
は

Ｋ
Ｙ
Ｔ
に
つ
い
て
で
す
。
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を
用

い
る
こ
と
に
よ
り
、
一
方
的
に
指
導
す

る
注
意
で
な
く
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の

問
題
と
し
て
理
解
し
や
す
い
要
素
を

も
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
研
修
が
二
日
間
に
増
え
、

更
に
充
実
し
た
丁
寧
な
研
修
と
な
り
、

各
学
校
区
で
の
今
後
の
育
成
会
活
動
に

役
立
つ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
会
安
全
会
と
は
、
会
員
相
互

扶
助
の
精
神
に
基
づ
き
、
子
ど
も
会
活

動
中
に
発
生
し
た
事
故
に
対
し
て
見
舞

金
を
給
付
す
る
制
度
で
す
。

　

加
入
で
き
る
対
象
は
、
市
内
子
ど
も

会
に
登
録
し
て
い
る
会
員
で
す
。
就
学

前
、
小
学
生
、
中
学
生
の
子
ど
も
会
員
、

指
導
者
、
育
成
者
や
子
ど
も
会
関
係
者

も
加
入
で
き
ま
す
。
就
学
前
の
児
童
に

は
、
そ
の
保
護
者
の
加
入
が
原
則
と
な

り
ま
す
。
行
事
直
前
の
加
入
は
、
申
込

み
が
行
事
ま
で
に
間
に
合
わ
な
い
事
が

あ
る
の
で
、
年
度
初
め
で
の
加
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

も
し
、
事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
早
急
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

日
時
が
経
っ
て
し
ま
う
と
対
応
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

高
崎
市
子
育
連
で
は
、
子
ど
も
達
が

安
全
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
Ｋ
Ｙ
Ｔ

（
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
用
い

た
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
各
地
区
で
も

実
施
し
た
り
、
行
事
前
に
は
会
場
の
危

険
な
箇
所
の
確
認
を
す
る
な
ど
で
、
安

全
へ
の
配
慮
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
か
ら
初
級
指
導
者
認
定
講
習
会
に
強
化
！

＊
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
と
は
…

　

現
状
把
握
→
問
題
追
及
→
対
策
を
立

て
→
解
決
目
標
を
決
め
て
実
践
し
て
い

く
訓
練
方
法
の
こ
と
。

⬆
後
藤
県
子
連
会
長
の
講
演

⬆
子
ど
も
会
行
事
内
容
を
検
討

⬆
Ｋ
Ｙ
Ｔ
の
成
果
を
発
表

⬇
小
野
里
先
生
の
レ
ク
指
導
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平
成
二
六
年
四
月
か
ら
五
月
に
第

五
八
回
子
ど
も
会
写
生
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
空
は
お
だ
や
か
に
晴
れ
渡

り
、
絶
好
の
写
生
日
和
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
メ
イ
ン
会
場
は
設
定
さ

れ
ず
、
各
校
区
が
選
定
し
た
場
所
で
、

そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
た

ち
は
、
写
生
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
決
め
る

と
、
真
剣
な
眼
差
し
で
画
用
紙
と
向
き

合
い
、作
品
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
が
一
生
懸
命
描
き
上
げ
た

作
品
は
、校
区
ご
と
に
選
考
が
行
わ
れ
、

代
表
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ど
の
作

品
を
見
て
も
素
晴
ら
し
く
、
各
賞
の
選

考
に
は
苦
慮
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

各
校
区
か
ら
の
代
表
作
品
は
市
子
連

に
集
め
ら
れ
、
各
賞
の
選
定
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
優
れ
た
作
品
の
中
か
ら
各
賞

を
選
考
す
る
際
に
は
、
大
変
な
苦
労
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
写
生
大
会
を
校
区
で
会
場
設
営
し
実
施
。

大
勢
の
参
加
者
に
よ
り
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か

な
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

⬆
市
長
賞
に
な
っ
た
作
品

⬆
議
長
賞
に
な
っ
た
作
品

⬆
教
育
長
賞
に
な
っ
た
作
品

　

入
賞
し
た
作
品
は
、
高
崎
市
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
七
月
三
日

（
木
）
～
六
日
（
日
）
ま
で
展
示
さ
れ
、

五
日
に
は
特
賞
受
賞
者
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
た
皆
さ
ん
も

次
回
も
ま
た
、
入
賞
目
指
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

以
下
、
各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
児
童
名

を
紹
介
し
ま
す
。�

（
特
賞
の
み
記
載
）

▽
市
長
賞

�

藤
田　

聡
悟　
（
矢
中
小
六
年
）

▽
議
長
賞

�

篠
原　

奈
帆　
（
箕
輪
小
五
年
）

▽
教
育
長
賞　

�

細
谷　

優
衣　
（
城
東
小
六
年
）

▽
区
長
会
長
賞

�

佐
藤　

匠
馬　
（
六
郷
小
六
年
）

�

阿
久
沢
果
歩　
（
新
高
尾
小
四
年
）

�

佐
藤　

翔
英　
（
京
ケ
島
小
六
年
）

�

小
嶋　
　

萌　
（
滝
川
小
五
年
）

�

中
島　

優
作　
（
国
府
小
六
年
）

▽
小
学
校
長
会
長
賞

�

宮
川　

舞
人　
（
塚
沢
小
六
年
）

�

茂
木　

立
志　
（
八
幡
小
六
年
）

�

紫
野　

彩
音　
（
金
古
小
一
年
）

�

飯
塚
あ
い
か　
（
桜
山
小
四
年
）

�

吉
澤　

慶
彦　
（
中
室
田
小
三
年
）

▽
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

�

丸
山　

莉
於　
（
中
川
小
六
年
）

�

鈴
木　

大
翔　
（
長
野
小
六
年
）

�

中
里
恭
之
介　
（
大
類
小
六
年
）

�

町
田　

真
彩　
（
東
部
小
四
年
）

�

竹
内
凜
々
子　
（
中
居
小
五
年
）

▽
（
一
社
）
観
光
協
会
理
事
長
賞

�

石
崎　

万
結　
（
東
小
四
年
）

�

清
水　

浩
嘉　
（
西
小
五
年
）

�

太
田　

有
哉　
（
南
八
幡
小
四
年
）

▽
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

�

富
樫　

和
奏　
（
北
小
六
年
）

�

丹
下　

英
都　
（
城
南
小
六
年
）

�

根
岸
咲
代
子　
（
堤
ヶ
岡
小
六
年
）

▽
ペ
ン
て
る
社
長
賞

�

田
中　

千
愛　
（
西
部
小
五
年
）

�

飯
島　

拓
真　
（
乗
附
小
六
年
）

�

塚
越　

萌
衣　
（
倉
渕
小
一
年
）

�

福
島　

瑠
菜　
（
車
郷
小
六
年
）

�

小
池　

未
桜　
（
箕
郷
東
小
六
年
）

�

河
野　

華
子　
（
新
町
第
一
小
六
年
）

�

中
曽
根
史
佳　
（
下
里
見
小
六
年
）

�

大
澤　

碧
波　
（
吉
井
小
四
年
）

▽
文
具
事
務
用
品
組
合
長
賞

�

金
子　

晴
子　
（
佐
野
小
五
年
）

�

橋
本　

拓
実　
（
倉
賀
野
小
六
年
）

�

飯
野　

安
美　
（
岩
鼻
小
五
年
）

�

新
居　

叶
女　
（
北
部
小
六
年
）

�

中
山　

七
海　
（
浜
尻
小
六
年
）

�

児
玉　

愛
美　
（
里
見
小
五
年
）

⬇
写
生
大
会
の
様
子
（
一
昨
年
）
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�

大
類
さ
く
ら　
（
多
胡
小
二
年
）

�
大
野　

美
和　
（
南
陽
台
小
三
年
）

▽
市
子
育
連
会
長
賞

�

下
田　

知
穂　
（
南
小
一
年
）

�

有
馬　

夏
海　
（
片
岡
小
六
年
）

�

豊
田　

達
也　
（
寺
尾
小
四
年
）

�

神
山　

瑞
妃　
（
豊
岡
小
六
年
）

�

嶋
田　

千
夏　
（
上
郊
小
五
年
）

�

小
玉　

真
由　
（
金
古
南
小
六
年
）

�

常
田　
　

咲　
（
新
町
第
二
小
四
年
）

�

内
海　

寿
太　
（
下
室
田
小
五
年
）

�

島
方　

杏
梨　
（
久
留
馬
小
六
年
）

�

金
田　

菜
央　
（
吉
井
西
小
二
年
）

�

大
塚　

皓
介　
（
入
野
小
五
年
）

�

浦
野
凛
太
郎　
（
岩
平
小
三
年
）

⬆
写
生
大
会
の
様
子
（
一
昨
年
）

　

昨
年
群
馬
県
子
ど
も
会
育
成
団
体
連

絡
協
議
会
主
催
の
第
二
一
回
子
ど
も
会

活
動
体
験
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ

れ
、
高
崎
市
か
ら
応
募
し
た
、
深
澤
美

咲
さ
ん
の
体
験
作
文
が
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
受
賞
作
文
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

初
め
て
球
技
大
会
に
出
て

�

深
澤
　
美
咲　
中
尾
第
二
子
ど
も
会

（
新
高
尾
小　

四
年
）

　

わ
た
し
た
ち
の
地
区
は
、
五
年
生
の

女
子
が
い
な
い
の
で
、
わ
た
し
た
ち
四

年
生
が
大
会
に
で
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

練
習
試
合
で
は
、
五
・
六
年
生
の
せ

の
高
い
お
姉
さ
ん
た
ち
に
か
こ
ま
れ

て
、
前
が
見
え
な
く
て
ボ
ー
ル
を
も

ら
っ
て
も
パ
ス
が
で
き
な
い
じ
ょ
う
た

い
で
し
た
。
で
も
、
足
も
と
の
す
き
間

を
ね
ら
っ
て
、
バ
ウ
ン
ド
パ
ス
を
し
て

自
分
の
チ
ー
ム
の
人
た
ち
に
わ
た
そ
う

と
努
力
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
本
番
前
、
か
ん
と
く
さ
ん
に
、

「
相
手
は
大
き
い
人
た
ち
が
た
く
さ
ん

い
る
と
思
う
の
で
、
ボ
ー
ル
を
持
っ
た

ら
と
に
か
く
ド
リ
ブ
ル
を
し
て
、
前
に

い
け
る
よ
う
に
し
て
ね
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
み
ん
な
で
「
ハ

イ
」と
大
き
な
声
で
返
事
を
し
ま
し
た
。

一
試
合
目
、
か
ん
と
く
さ
ん
に
言
わ
れ

た
よ
う
に
や
ろ
う
と
し
た
け
ど
、
う
ま

く
で
き
ず
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

二
試
合
目
の
時
に
、
キ
ャ
プ
テ
ン
か

ら
「
遠
く
に
投
げ
る
か
ら
遠
く
に
い
て

ね
」
と
四
年
生
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
今

度
こ
そ
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大

き
か
っ
た
で
す
。

　

後
半
は
、
ゴ
ー
ル
マ
ン
に
な
り
ま
し

た
。
前
半
よ
り
も
相
手
が
ゴ
ー
ル
を
た

く
さ
ん
入
れ
た
の
で
、
一
度
同
点
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
わ
た

し
た
ち
の
チ
ー
ム
も
負
け
ず
に
シ
ュ
ー

ト
し
て
、
わ
た
し
は
そ
の
き
た
ボ
ー
ル

を
全
部
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
ま
し
た
。
わ
た
し
の
心
の
中
は
、

は
ず
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
タ
イ
ム
の
時

キ
ャ
プ
テ
ン
が
「
四
〇
点
以
上
は
取
ろ

う
ね
。」
と
い
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で

ぜ
っ
た
い
勝
つ
ぞ
と
い
う
気
持
ち
で
が

ん
ば
っ
た
結
果
、
目
ひ
ょ
う
の
四
〇
点

以
上
を
取
っ
て
勝
ち
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
マ
ン
は
ド
キ
ド
キ
し
た
け

ど
、
ミ
ス
を
し
な
い
で
取
れ
て
良
か
っ

た
で
す
。
勝
て
て
う
れ
し
く
て
少
し
な

み
だ
が
で
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
勝
二

敗
で
六
位
で
し
た
が
、
一
勝
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

左
記
の
作
品
と
と
も
に
高
崎
市
子
育

連
に
は
一
六
名
の
児
童
か
ら
体
験
作
文

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
全
て
の
作
品
を

応
募
し
ま
し
た
。

　

県
で
入
選
し
な
か
っ
た
作
品
の
中
か

ら
広
報
部
会
で
選
定
し
た
一
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。

先
輩
の
立
場
を
受
け
継
い
で

飯
塚
　
南
知　
中
泉
子
ど
も
会

�

（
桜
山
小　

六
年
）

　
「
中
泉
地
区
の
お
祭
り
が
あ
る
よ
。」

私
は
、
地
区
育
成
会
の
方
か
ら
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
連
絡
が
あ
る
と
毎

年
、
私
の
心
の
中
は
幸
せ
が
ま
い
お
り

て
き
た
か
の
よ
う
に
胸
が
い
っ
ぱ
い
に

と
き
め
き
ま
す
。
理
由
は
、
地
区
の
お

祭
り
が
と
て
も
楽
し
み
だ
か
ら
で
す
。

　

私
は
お
知
ら
せ
が
あ
っ
て
、
あ
る
こ

と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ

の
子
ど
も
会
育
成
会
の
お
祭
り
は
私
に

と
っ
て
最
後
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
も

う
、
小
学
校
六
年
生
な
の
で
来
年
は
後

輩
に
受
け
継
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
す
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
気

が
付
き
、
私
の
小
学
校
の
卒
業
生
も
六

年
生
の
頃
は
こ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
、

今
ま
で
の
先
輩
方
が
下
級
生
の
面
倒
を

見
な
が
ら
子
ど
も
会
に
取
り
組
ん
で
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
高
学
年
に

な
る
ま
で
は
、
上
級
生
の
方
が
自
分
た

ち
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
行
動
し
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
、
今
に

な
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
先
輩
方
の
お
か
げ
で
子

ど
も
会
と
い
う
場
所
で
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
先
輩
の
気
持

ち
を
受
け
継
い
で
今
度
は
自
分
が
先
輩

の
立
場
と
な
っ
て
下
級
生
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
祭
り
当
日
、
私
は
屋
台
で
汗
水
か

い
て
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
下
級
生
に
も
屋
台
で
の
こ
と
に
つ

い
て
教
え
た
り
、
一
緒
に
取
り
組
ん
だ

り
、
は
げ
ま
し
た
り
し
ま
し
た
。
下
級
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生
も
、
お
祭
り
の
終
わ
り
頃
に
は
慣
れ

た
手
つ
き
で
自
分
の
担
当
場
所
で
、
活

躍
し
て
い
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
私

は
、
自
分
の
担
当
以
外
の
屋
台
も
手

伝
っ
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
育
成
会

の
方
が
「
休
ま
な
く
て
大
丈
夫
。
た
く

さ
ん
働
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
は
、
こ

の
言
葉
に
救
わ
れ
自
分
が
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
子
ど
も
会
で
の
経
験
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
も
下

級
生
の
事
を
よ
く
考
え
て
行
動
に
生
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
七
年
二
月
一
一
日
（
祝
）
に
群

馬
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ぐ
ん
ま

武
道
館
に
お
い
て
第
六
八
回
上
毛
か
る

た
競
技
県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
崎
市
代
表
と
し
て
出
場
し
た
選
手

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
健
闘
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
各
部
門
の
上
位
入
賞

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

▽
個
人
戦
低
学
年
（
三
・
四
年
）
の
部

優　

勝　

阿
久
沢　

果
歩

上
新
保
子
ど
も
会
（
新
高
尾
）

第
六
位　

吉
田　

真
優

上
小
鳥
第
二
子
ど
も
会
（
六
郷
）

▽
個
人
戦
高
学
年
（
五
・
六
年
）
の
部

優　

勝　

福
田　

陸
人

菅
谷
子
ど
も
会
（
桜
山
）

準
優
勝　

石
塚　

知
希

下
大
島
子
ど
も
会
（
西
部
）

▽
個
人
戦
中
学
校
の
部

第
三
位　

福
田　

伊
吹

菅
谷
子
ど
も
会
（
桜
山
）

　

入
賞
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�
（
写
真
左
）

　

日
頃
よ
り
市
子
育
連
の
活
動
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
こ
の
広
報
紙
の
ほ
か
に
当

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
と
か
る
た
大
会
の
成
績
や

写
真
を
掲
載
し
て
、
よ
り
多
く
の
方
に

見
て
も
ら
え
る
機
会
を
つ
く
り
ま
し

た
。ま
だ
作
成
途
上
で
は
あ
り
ま
す
が
、

広
報
紙
と
合
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
市
子
育
連
の
活

動
な
ど
に
「
ご
意
見
・
ご
感
想
」
が
あ

れ
ば
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
の
参
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

発
行
責
任
者�

会　

長　

樋
山　

敏
男

編
集
担
当�

副
会
長　

丸
山　

芳
典

広
報
部
会
（
理
事
）�

佐
々
木
京
子

広
報
部
会�

大
村
田
百
合
子（
城
東
小
）

〃

�

野
口　

彩
子（
京
ケ
島
小
）

〃

�

原
田　

貴
幸（
倉
渕
小
）

〃

�

山
本　

一
博（
車
郷
小
）

〃

�

原　
　

康
好（
中
室
田
小
）

〃

�

乾　
　

利
昭（
里
見
小
）

〃

�

松
島
さ
お
り（
下
里
見
小
）

〃

�

中
島
八
千
代（
吉
井
西
小
）

〃

�

髙
栁　

雪
絵（
入
野
小
）

〃

�

嘉
部　

真
澄（
岩
平
小
）


